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博物館休館日カレンダー
2026 年  3 月

▲ 学芸員の解説に学生達は驚きと共に関心を深めたようです▲ 防火設備のうち「放水銃」と呼ばれる設備の点検の様子

　１月23日（金）、育徳館中学生120名が
来館し、館を利用した総合学習に取組みま
した。育徳館は小笠原文庫を所蔵し、歴史
に名を留めた人材も多く、身近で充実した
学習になったとの感想でした。

　２月６日（金）、重要文化財「永沼家住宅」に
備え付けの防火設備点検が行われました。
　こちらも上記同様の点検ですが、火事が
多発するこの時期、しっかり機能するかの確
認は大切な保守作業です。

▲ ガイド活動（学習支援）の様子　「昔の暮らしと道具」学習
　で子ども達に自身の体験談等も交えながら解説します

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
３
月
７
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
３
月
14
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
３
月
20
日
（
金
・
祝
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
３
月
28
日
（
土
）
10
時
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　
博
物
館
は
郷
土
資
料
と
学
芸
員
ら
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
る
知
と
学
び
の
拠
点
で
す
。

以
下
の
会
や
講
座
を
利
用
し
て
楽
し
く
学

び
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
博
物
館
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
！

★�

博
物
館
友
の
会

　

�

バ
ス
ハ
イ
ク
・
歴
史
た
ん
け
ん
ウ
ォ
ー

ク
等
の
学
び
の
旅
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

で
き
ま
す
。

★
文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

�
ガ
イ
ド
等
を
通
し
て
、
町
内
に
見
ら
れ

る
文
化
遺
産
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る

ス
タ
ッ
フ
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

◆ 

講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

 
３
月
の
歴
史
講
座

博
物
館
で
生
涯
学
習
始
め
ま
せ
ん
か
？

１・２月の業務日誌から

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

令
和
７
年
度 

第
40
回
作
品
公
募
文
化
事
業

三
重
塔
ま
つ
り 

少
年
少
女
俳
句
大
会
の
結
果
に
つ
い
て

ー 

大
会
概
要
と
今
期
入
賞
作
品
の
紹
介 

ー

　
京
都
平
野
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
み

や
こ
町
三
重
塔
ま
つ
り
」。
こ
れ
を
記
念

す
る
「
少
年
少
女
俳
句
大
会
」
も
40
年

目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
年
は
み
や
こ

町
制
20
周
年
も
重
な
り
、
ダ
ブ
ル
で
節

目
の
年
を
迎
え
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

・
応
募
総
数
：
六
七
四
六
句

  （
参
加
児
童
生
徒
総
数
：
二
八
六
五
人
）

・
内
訳　
小
学
校
：
二
九
四
三
句

　
　
　

  

中
学
校
：
三
八
〇
三
句

  （
う
ち
入
賞
・
入
選
句
：
五
四
句
）

　
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
児
童
生
徒
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
学
校
・
保
護
者
や
協

力
機
関
等
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

例
年
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
岩

井
小
夜
子
先
生
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

次
の
作
品
が
特
選
句
と
し
て
選
ば
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
は
み
や
こ
町
制
20
周

年
記
念
賞
が
特
別
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

● 

小
学
校
の
部

　
こ
れ
ら
の
句
を
は
じ
め
入
選
句
は
短

冊
に
記
し
、
豊
前
国
分
寺
跡
公
園
内
の

梅
の
枝
に
吊
下
げ
て
い
ま
す
の
で
、
梅

見
を
兼
ね
て
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

中
学
校
の
部

・
み
や
こ
町
制
20
周
年
記
念
賞 

さ
い
が
わ
え
き
か
た
つ
む
り
み
た
い
か
わ
い
い
な

犀
川
小
一
年　
　
な
か
や
ま
う
め

み
や
こ
町
ほ
た
る
の
里
で
川
遊
び

延
永
小
三
年　
　
藤
丸
由
梨
菜

み
や
こ
町
ぶ
ど
う
な
し
も
も
お
い
し
い
よ

豊
津
小
一
年　
　
北
村　
奏
哉

・
み
や
こ
町
制
20
周
年
記
念
賞 

今
川
に
映
え
る
桜
の
並
木
道

伊
良
原
中
三
年　
内
田　
理
葉

春
の
夜
カ
ッ
パ
の
里
や
み
や
こ
町

今
元
中
二
年　
　
竹
野　
友
都

田
を
渡
る
風
に
み
や
こ
の
夏
匂
う

　
　
　
　
長
峡
中
一
年　
　
眞
柄　
葵  

・
特
選
「
小こ

宮み
や

豊と
よ

隆た
か

賞
」

  

山
の
中
春
告
鳥
が
鳴
い
て
い
る

　
　
行
橋
小
六
年　
　
緒
方
瑛
人
志

・
特
選
「
小
宮
豊
隆
賞
」

  

万
緑
や
遠
く
か
す
ん
だ
馬
ヶ
岳

　
　
中
京
中
三
年　
　
山
田　
一
輝

・
特
選
「
三さ

ん

四し

郎ろ
う

賞
」

  

竹
刀
も
ち
寒
さ
に
ま
け
ず
面
打
つ
声

　
　
南
原
小
六
年　
　
貴
戸
友
梨
佳

・
特
選
「
三
四
郎
賞
」

  

初
霜
や
錦
陵
の
地
で
学
ぶ
日
々

　
　
　
　
育
徳
館
中
一
年　
吉
竹　
陸

・
特
選
「
蓬ほ

う

里り

雨う

賞
」

  

ゆ
き
の
ひ
は
し
ょ
う
じ
が
た
け
が
ふ
じ
さ
ん
だ

　
　
久
保
小
一
年　
　
方
志　
咲
良

・
特
選
「
蓬
里
雨
賞
」

  

秋
の
沢
雨
乞
い
願
う
水
の
音

　
　
　
　
泉
中
一
年　
　
　
佐
藤　
旋
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昭
和
41
年
か
ら
50
年
ま
で

　

和
41
年
か
ら
50
年
は
急
速
な
高
度
経

済
成
長
の
終
焉
、
そ
れ
に
伴
う
社
会
的

な
弊
害
が
露
呈
し
た
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
６
月
に

ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日
し
日
本
武
道
館
公
演

を
行
い
ま
す
。
同
年
４
月
、
呰
見
に
ナ
イ

キ
基
地
が
設
置
さ
れ
、
犀
川
久
冨
出
身
で

漱
石
門
下
の
ド
イ
ツ
文
学
者
小
宮
豊
隆
が

５
月
３
日
に
82
歳
で
死
去
し
ま
す
。
日
本

の
人
口
が
１
億
人
を
突
破
し
た
昭
和
42
年

（
１
９
６
７
）
10
月
に
は
吉
田
茂
元
首
相

の
国
葬
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
同
年
、
３

月
に
新
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
。
川
端
康

成
が
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受

賞
し
た
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
）
12
月
に

は
、
３
億
円
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

同
年
３
月
に
勝
山
中
央
公
民
館
が
完
成
。

２
月
に
は
「
蔵
持
の
大
杉
」
が
県
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ

ロ
11
号
が
人
類
初
の
月
面
着
陸
に
成
功
し

た
昭
和
44
年
（
１
９
６
９
）
５
月
に
東
名

高
速
道
路
が
全
区
間
開
通
し
ま
す
。
同
年

３
月
に
今
里
町
営
住
宅
が
完
成
し
、
９
月

に
は
黒
田
小
学
校
の
プ
ー
ル
が
完
成
し
て

い
ま
す
。
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）
３
月

に
「
大
阪
万
博
」
が
開
幕
し
、
国
内
外
か

ら
約
６
４
０
０
万
人
が
来
場
。
同
月
末
に

は
「
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
」
が
発

生
し
ま
す
。
同
年
３
月
に
豊
津
中
央
公
民

館
、
犀
川
小
学
校
校
舎
が
完
成
し
て
い
ま

す
。
ま
た
６
月
に
は
「
橘
塚
古
墳
」
が
国

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
８
月
に
諌
山
小

学
校
の
プ
ー
ル
が
完
成
し
ま
す
。
昭
和
46

月
に
犀
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
体
育

館
、
プ
ー
ル
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
昭
和

58
年
（
１
９
８
３
）
5
月
日
本
海
中
部
地

震
（
Ｍ
７
．７
）
の
津
波
に
よ
り
１
０
４

名
、
９
月
１
日
に
は
大
韓
航
空
機
の
墜
落

に
よ
り
２
６
９
名
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
４
月
に
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お
し
ん
」

の
放
送
が
開
始
さ
れ
、７
月
に
家
庭
用
ゲ
ー

ム
機
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
が

発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
年
３
月
に
「
木

井
神
社
の
イ
チ
イ
ガ
シ
」「
木
井
馬
場
の
ム

ク
ノ
キ
」
が
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

５
月
、
修
学
旅
行
で
捧
げ
た
千
羽
鶴
が
縁

と
な
り
、
鐙
畑
小
学
校
と
広
島
の
被
爆
者
・

福
田
安
次
さ
ん
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
交
流
は
、
の
ち
に
犀
川
小
学
校

へ
の
被
爆
エ
ノ
キ
二
世
植
樹
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。
４
月
に
は
勝
山
町
役
場
新
庁
舎

（
現
在
の
み
や
こ
町
役
場
本
庁
舎
）
の
建
設

工
事
に
着
手
。
12
月
に
は
味
見
ト
ン
ネ
ル

が
開
通
し
ま
す
。
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）

元
旦
か
ら
新
紙
幣
が
発
行
さ
れ
、
７
月
に

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
が
開
幕
。
10
月
７
日

に
は
「
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
」
が
発
生
し

ま
す
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
贈
ら

れ
た
コ
ア
ラ
６
頭
が
10
月
に
初
上
陸
し
て

い
ま
す
。
同
年
４
月
に
勝
山
町
役
場
新
庁

舎
で
執
務
を
開
始 

。
８
月
に
Ｂ
＆
Ｇ
豊
津

海
洋
セ
ン
タ
ー
、
犀
川
町
民
野
球
場
が
完

成
し
ま
す
。
ま
た
豊
前
国
府
跡
で
初
め
て

発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
60
年

（
１
９
８
５
）
３
月
に
「
つ
く
ば
万
博
」
が

開
幕
し
、
８
月
に
は
日
航
機
墜
落
事
故
に

よ
り
５
２
０
人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

同
年
、
豊
前
国
分
寺
跡
の
整
備
工
事
が
始

ま
り
、
豊
津
高
等
学
校
（
現
在
の
育
徳
館

高
等
学
校
）
で
は
錦
陵
同
窓
会
に
よ
っ
て

小
宮
豊
隆
文
学
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

碑
の
周
辺
庭
園
は
「
三
四
郎
の
森
」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。　　
　
　
（
井
上
信
隆
）

ン
ト
ム
戦
闘
機
が
配
備
さ
れ
ま
す
。「
ウ
ォ
ー

ク
マ
ン
」
が
発
売
さ
れ
大
ヒ
ッ
ト
商
品
と

な
っ
た
昭
和
54
年
（
１
９
７
９
）
１
月
に
は

初
の
大
学
共
通
一
次
試
験
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
ま
た
４
月
に
「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」

の
放
送
が
は
じ
ま
り
、
プ
ラ
モ
デ
ル
が
大
流

行
し
ま
す
。
同
年
２
月
に
城
井
小
学
校
講
堂

が
完
成
。
６
月
に
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
水

害
が
発
生
し
ま
す
。
10
月
に
は
行
橋
京
都

学
校
給
食
第
２
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。
昭
和

55
年
（
１
９
８
０
）
５
月
、
黒
澤
明
監
督

の
「
影
武
者
」
が
カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
す
。
こ
の
年
「
ル
ー

ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
」
が
大
流
行
し
、
北
九

州
市
に
本
社
が
あ
る
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
か
ら「
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
」
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
年
３
月
に
は
豊
津
中
学
校
の
プ
ー
ル
が

建
設
さ
れ
、「
彦
徳
甲
塚
古
墳
」
が
県
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
６
月
に
犀
川

保
育
所
、
蛇
渕
キ
ャ
ン
プ
場
が
完
成
し
ま

す
。
昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）
10
月
に
福

井
謙
一
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
。
同

年
、
犀
川
で
は
帆
柱
製
茶
工
場
、
伊
良
原

中
学
校
校
舎
が
完
成
し
ま
す
。
昭
和
57
年

（
１
９
８
２
）
２
月
８
日
東
京
都
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で
発
生
し
た
火
災
に
よ

り
33
人
が
死
亡
し
、
翌
日
、
羽
田
沖
で
日

航
機
が
墜
落
し
ま
す
。
同
年
３
月
に
は
黒

田
小
学
校
の
体
育
館
建
設
が
行
わ
れ
、
7

年
（
１
９
７
１
）
７
月
、
東
京
に
「
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
１
号
店
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
世

界
初
の
カ
ッ
プ
麺
「
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
」

が
発
売
さ
れ
ま
す
。
同
年
７
月
に
は
久

保
小
学
校
プ
ー
ル
、
犀
川
大
熊
町
営
住

宅
、
町
民
プ
ー
ル
が
、
10
月
に
は
豊
津
町

役
場
庁
舎
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
昭
和
47

年
（
１
９
７
２
）
２
月
に
札
幌
で
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
５
月
に
は
沖

縄
返
還
に
よ
り
「
沖
縄
県
」
が
発
足
し
ま

す
。
ま
た
日
中
国
交
正
常
化
に
伴
い
中
国

か
ら
贈
ら
れ
た
パ
ン
ダ
２
頭
が
上
野
動
物

園
に
到
着
し
ま
す
。
同
年
３
月
に
犀
川
中

学
校
校
舎
、
４
月
に
城
井
小
学
校
校
舎
が

完
成
。
7
月
に
は
大
水
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。「
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ
り
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
買
い
占
め
る
騒
動
が

全
国
で
発
生
し
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）

11
月
に
は
関
門
橋
が
開
通
し
ま
す
。
同
年

４
月
に「
綾
塚
古
墳
」が
国
、「
扇
八
幡
古
墳
」

が
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、11
月
に
「
堺 

利
彦
記
念
館
」
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
昭
和

49
年
（
１
９
７
４
）
４
月
か
ら
６
月
に
か

け
て
東
京
国
立
博
物
館
で「
モ
ナ
・
リ
ザ
展
」

が
開
催
さ
れ
１
５
０
万
人
が
観
覧
し
ま
し

た
。
10
月
に
は
佐
藤
栄
作
元
首
相
が
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
す
。
同
年
、
犀

川
小
学
校
講
堂
、
柳
瀬
小
学
校
の
校
舎
が

完
成
し
、
豊
前
国
分
寺
跡
で
。
初
の
発
掘

調
査
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
12
月

に
は
田
川
線
か
ら
Ｓ
Ｌ
が
姿
を
消
し
ま
す
。

昭
和
50
年
（
１
９
７
５
）
３
月
山
陽
新
幹

線
の
「
岡
山
－
博
多
」
間
が
開
通
し
、
東

京
と
博
多
が
線
路
で
つ
な
が
り
ま
す
。
５

月
に
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
夫
妻
が
初
来
日

し
ま
す
。
同
年
１
月
に
は
行
橋
市
と
勝
山
・

豊
津
・
犀
川
で
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
給

食
が
開
始
さ
れ
、
５
月
に
犀
川
町
役
場
庁

舎
が
完
成
し
ま
す
。
６
月
、
苅
田
町
に
日

産
自
動
車
が
進
出
。
12
月
に
は
、
谷
口
工

場
団
地
へ
日
産
関
連
企
業
の
工
場
誘
致
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
51
年
か
ら
60
年
ま
で

　

昭
和
51
年
か
ら
60
年
は
日
本
が
技
術
大
国

と
し
て
国
際
社
会
へ
台
頭
し
て
い
く
象
徴
的

な
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

で
田
中
角
栄
元
首
相
が
逮
捕
さ
れ
た
昭
和
51

年
（
１
９
７
６
）
７
月
に
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

五
輪
が
開
幕
し
ま
し
た
。
同
年
２
月
に
「
錦

陵
工
業
㈱
」
が
操
業
を
開
始
。
３
月
に
下
高

屋
町
営
住
宅
団
地
が
完
成
し
、
犀
川
中
学
校

の
講
堂
が
完
成
し
ま
す
。
７
月
に
は
「
豊
前

国
分
寺
跡
」
が
国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

す
。
テ
レ
ビ
放
送
が
完
全
カ
ラ
ー
化
さ
れ
た

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）
９
月
３
日
に
王
貞

治
選
手
が
７
５
６
号
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
よ
り
世

界
新
記
録
を
達
成
し
、
初
の
国
民
栄
誉
賞
を

受
賞
し
ま
す
。同
年
１
月
に
犀
川
帆
柱
の「
永

沼
家
住
宅
」
が
国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

４
月
に
「
勝
山
プ
レ
ス
工
業
㈱
」 

が
操
業
を

開
始
し
ま
す
。
10
月
に
葉
山
嘉
樹
文
学
碑
が

落
成
。
11
月
に
は
行
橋
市
外
５
ヶ
町
清
掃
施

設
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
東
京
池
袋
に

「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
」
が
開
業
し
た
昭
和
53

年
（
１
９
７
８
）、
福
岡
で
大
渇
水
が
発
生

し
、
翌
年
３
月
ま
で
２
８
７
日
間
の
給
水
制

限
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
同
年
３
月
、
豊
津
出

身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
永
井
龍
雲

が
「
想
い
」
で
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

ま
た
「
杖
道
」
の

発
展
・
普
及
に
努

め
た
犀
川
出
身
の

武
道
家
「
清
水
隆

次
」
が
６
月
22
日

に
81
歳
で
死
去
し

ま
す
。
７
月
に
は

航
空
自
衛
隊
築
城

基
地
に
F
４
フ
ァ

修復前の豊前国分寺三重塔
（昭和 55 年頃）
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「
昭
和
１
０
０
年
」と　

　
  

吉
田
増
蔵
③

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


